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午前１０時３０分開会 

○米田委員長 おはようございます。ただいまから、デジタル・トランスフォーメーショ

ン特別委員会を開会いたします。座って進めさせていただきます。 

 委員会開催に当たりまして、千代田区議会委員会条例第１７条に基づき、委員長から議

長に申し入れ、小林副区長にご出席いただきました。小林副区長におかれては、お忙しい

中、委員会にご出席いただき、ありがとうございます。 

 日程に入る前に、今回、年度が替わっての初めての当委員会開催のため、名簿（案）を

おつけしております。異動のあった理事者につきましては星印をつけておりますので、そ

のうち本日出席している異動のあった理事者につきましては、自己紹介をお願いいたしま

す。 

○齊藤デジタル政策課長 ４月１日付で東京都より派遣をされまして、デジタル政策課長

に着任いたしました齊藤でございます。なお、今年度はデジタル推進担当課長も兼務させ

ていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。（発言する者あり） 

○米田委員長 ありがとうございました。 

 それでは、「（案）」を取って、名簿といたします。よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○米田委員長 ありがとうございます。 

 欠席届が出ております。福祉総務課長が通院のため欠席です。 

 それでは、本日の日程をご確認ください。陳情審査が１件、申し送り事項（案）につい

てです。この日程に沿って進めてまいりたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○米田委員長 ありがとうございます。 

 それでは、日程１、陳情審査に入ります。当委員会に新たに、送付７－１４、千代田区

デジタル・トランスフォーメーション（DX）戦略に関する陳情が送付されました。お手

元に陳情書の写しをお配りしましたので、ご確認ください。 

 陳情書の朗読は省略してよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○米田委員長 ありがとうございます。 

 本陳情について、執行機関から情報提供等がありましたら、お願いいたします。 

○齊藤デジタル政策課長 本陳情につきまして、執行機関より関連する情報を申し上げま

す。 

 まず初めに、陳情書の３段目におきまして、陳情者自身が顕名で２回意見を提出したと

ころ、それぞれ別の意見者としてカウントされていたと述べている点について、事実関係

をご説明いたします。執行機関としては陳情者の氏名を把握してございませんので、個人

の特定はできませんが、パブリックコメントの実施期間中におきまして、同一氏名の方か

らそれぞれ異なる日に計２件の意見を受領した事実がございます。そして、令和７年３月

１３日に開催されましたＤＸ特別委員会において、当該意見を別々にカウントし、提出者

数を延べ人数である１２名とご報告いたしました。 

 なお、提出者数を延べ人数で表示したのは、人数と意見の数を一致させ、直感的に分か

りやすいご報告とすることを企図したものでございます。 
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 次に、陳情されている３点の事項について、それぞれご説明をいたします。 

 まず一つ目、千代田区のこれまでのＤＸに係る課題と取り組みを改めて客観的に検証す

ることについてでございますが、区は令和４年４月に策定をしたＤＸ戦略が令和７年３月

に計画期間が満了したことを受けまして、令和７年４月に新たなＤＸ戦略を作成したとこ

ろでございます。この策定過程におきまして、これまでの取組について数値等を用いた客

観的な検証を行い、新たなＤＸ戦略の中でもお示ししているところでございます。また、

旧ＤＸ戦略の時点更新にとどまることなく、その後の技術革新や社会情勢の変化など、区

のＤＸ推進に必要な視点、要素を改めて検証し、新戦略に盛り込んだところでございます。 

 なお、新たなＤＸ戦略は計画期間を６年としておりまして、中間地点となる３年目には

再度の改定も予定をしてございます。このような機を捉えまして、陳情者からのご指摘を

頂戴しているように、できる限り客観的に課題や取組の検証を行ってまいりたいと思いま

す。 

 ２点目、外部有識者の力を借りながら、特定企業への過度な利益誘導が生じないよう配

慮しつつ、千代田区独自のＤＸ戦略を策定することについてですが、今般のＤＸ戦略の改

定に当たっては、３名の学識経験者から、その知見に基づく意見やアドバイスを頂戴して

ございます。このことにより戦略の質を高めるとともに、公正性と透明性を確保してござ

います。また、新たなＤＸ戦略では、区内で企業や大学など３万を超える事業主体が活動

していることを踏まえまして、地域のスマート化を重点方針の一つに位置づけております。

さらに、デジタル活用提案制度にて提案された意見をＤＸ戦略に取り入れるなど、区の独

自性がある戦略と認識をしております。今後ＤＸ戦略を改定する際にも、引き続き区の実

態に即した内容となるよう留意するとともに、必要に応じて、ＧｏｖＴｅｃｈ東京などと

の連携も含め外部有識者の知見も活用してまいります。 

 ３点目、再度パブリックコメントを実施し、より幅広い意見を集めることについてです。

こちら、区では参画・協働ガイドラインなどでパブリックコメントに関する手続を規定し

ております。今般のＤＸ戦略の改定に当たっては、この手続にのっとり、適切にパブリッ

クコメントを実施したところでございます。より幅広い意見を集めるという点に関しては、

区民や関係者に関心を持っていただくためには必要な努力だと考えておりますので、今後、

周知の工夫などに努めてまいります。 

 執行機関からの情報提供は以上でございます。 

○米田委員長 はい。ありがとうございます。 

 委員の皆さんから、執行機関に確認したい事項はございますか。 

○西岡委員 いろいろありがとうございます。この陳情者の２番の「「ＧｏｖＴｅｃｈ東

京パートナーズ」を活用するなど、」というところがあって、現在、ＧｏｖＴｅｃｈとの

連携というのは区ではどう行われているんですか。 

○齊藤デジタル政策課長 そうですね、ＧｏｖＴｅｃｈ東京については、適宜協議会など

にも参加はさせていただきまして、ＧｏｖＴｅｃｈ及び他区とのＤＸに係る情報提供、連

携をさせていただいております。 

○西岡委員 多分そういうのが分かりにくいと思うので、例えばホームページに載せてい

るとか、どういうふうに、今の説明だといまいち分からないんですけど、この方の場合、

特定の企業など過度な利益誘導が生じないように配慮しつつというところをポイントとな



令和 7年 5月14日 デジタル・トランスフォーメーション特別委員会（未定稿） 

 ３ 

さっている部分もあると思うんですが、そういう意味でも、区でどういうふうに具体的に

取組を行っていくのか、されているのか、そこについて教えていただけますか。 

○齊藤デジタル政策課長 ＧｏｖＴｅｃｈ東京のほうでは、各自治体を支援するというこ

とで、様々な補助メニューですとか会議体などを設けてございます。区におけるＤＸ推進

におきましても、適宜必要に応じてそういったところのメニューも使いながら進めていき

たいと考えてございます。 

 以上でございます。 

○夏目デジタル担当部長 今の答弁を補足させていただきます。今、担当課長から申し上

げたとおり、ＧｏｖＴｅｃｈ東京につきましては、２３区で共通するようなことに関して、

取りまとめというか、共通事項に関してのイニシアチブを取ってやっている。例えば生成

ＡＩ、千代田区は２３区の中でも進んでいるんですが、生成ＡＩの共同調達というような

ことも取り組んでおりまして、これは遅れて――遅れていると言っちゃうとよろしくない

んですが、これから取組を進めていくような区にとっては非常にメリットがある。ほかの

メニューも様々ある中で、千代田区としては、やはり、今、ＩＴ人材の活用だとか育成だ

とか、そういうところに関しては、ＧｏｖＴｅｃｈ東京と連携を図っていくというような

ことを今考えております。 

 今、西岡委員のほうから頂きました意見の中に、例えばホームページに取組を公表する

とかといったような意見も頂きましたが、やはり我々がやっていることがなかなか分かり

にくいというところはあろうかと思いますので、その可視化ということに関しては検討さ

せていただきたいと思います。 

○西岡委員 分かりました。そうなると、要は、可視化はもちろん大事なんですけれども、

この方の１番の、「千代田区のＤＸに関するこれまでの課題と取り組みについて、改めて

客観的な検証を行う」というのの、その全体的な部分にもつながると思うので、引き続き

よろしくお願いいたします。 

○米田委員長 はい。部長。 

○夏目デジタル担当部長 今頂きましたご意見を踏まえまして、こういった検証について

もきちんとやっていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○西岡委員 はい。お願いいたします。 

○米田委員長 牛尾委員。 

○牛尾委員 只今、西岡委員と同様の意見になってくるとは思うんですけれども、一つ、

３項目の上のほうに、新しい政策の実施が多少遅れることより、効果が見込めない事業に

多額の税金が投じられるということのほうが大きな問題だというふうに言っているわけで、

なかなかＤＸにたくさん税金は使っているんですけれども、じゃあ、その効果がどうなっ

ているのかというのがなかなか知られていないのかなということがあると思うんですよね。

だから、改めて客観的な検証ということと、再度パブリックコメントというふうにつなが

ってくるとは思うんですけれども、そうしたＤＸを取り込むことによって、区民サービス

がこれだけ前に進んでいますよということがなかなか見えていないんじゃないかなと思う

んですけども、その辺の認識を聞かせてください。 

○齊藤デジタル政策課長 今のご質問ですけれども、ＤＸ戦略を今回改定いたしまして、

その中で、各取組についても、ＫＰＩ、各指標を設定しながら戦略のほうを進めていくと
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いうふうにしてございます。この中で、各取組の進み方、そして時系列、これをリンクす

るような形で区民の皆様にご理解いただけますように、もちろん３年後に改定を予定して

いますけれども、この機はもちろんのこと、そのほかにもホームページなどを使いながら、

公表できるタイミングがあればぜひ公表していきたいと考えてございます。 

 以上です。 

○牛尾委員 ぜひ、そうした区民が分かりやすい方法で、しっかりと取組などを示してい

ただければというふうに思います。 

 あと、２番目のことですけれども、先ほど３人の学識経験者の方から様々ご意見を頂い

ていると。あとＧｏｖＴｅｃｈ東京とも連携もしていますよということですけれども、こ

れ、学識経験者の方とは、どのような課題、どのような問題でご意見を頂いているのか。

その辺を教えていただけますか。 

○齊藤デジタル政策課長 今回の戦略の改定に当たりましては、３名の学識経験者の方か

らご意見を頂いております。その関与の方法ですけれども、我々執行機関側から戦略の素

案をお送りいたしまして、そこについて専門的な知見に基づくアドバイスを頂いたという

ところでございます。 

○牛尾委員 例えば区民サービスなんかで、こういう分野もＤＸを使えばもっと便利にな

るんじゃないかとか、やっぱりこういう分野のＤＸはちょっと効果が見込めないんじゃな

いかとか、そういった視点での意見というのは頂いているんですか。 

○齊藤デジタル政策課長 そういった視点でのご助言というのも頂いておると認識をして

ございます。 

○牛尾委員 ぜひそうした意見なんかも、区民の方に分かりやすいように知らせていくと

いうことも、こうした陳情者の方の不安をなくすというかな、軽減することにもつながる

んじゃないかなと思うんですけども、そこはいかがですか。 

○齊藤デジタル政策課長 そうですね。今回、議論の結果としての戦略を公表したことで

ございますけれども、その過程の透明化と、なかなか手法としては難しいものがあるかも

しれませんけれども、今回のご指摘を受けまして検討していきたいと思います。 

○牛尾委員 はい。 

○米田委員長 桜井委員。 

○桜井委員 陳情書の中に書かれている３点の陳情内容については、当初、冒頭のところ

で課長からもご説明がありました。陳情者の方が、このＤＸ、先ほど委員からも大変多額

な金額を使ってというような質問もありましたけども、やはりそういう中で、より効率的

な成果が得られているかどうかということを検証するということは当然の話だと思うし、

また陳情者の方もそれをご心配していただいているということについては、我々議員も含

めて、しっかりとそこのところは取り組んでいかなければいけないと、そのように思って

います。 

 この、改めて客観的な検証を行うことということで言われているわけですけども、うち

の委員会の中でもその検証については今までも何度も何度も出てきている話なんですけど、

改めて、執行機関として、この検証が、どのようにこのことについて捉えているか、その

検証というものを、先ほどのご答弁とちょっと重複するところもあるけども、どのように

行ってきているのか、そこら辺のところはいかがでしょう。 
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○齊藤デジタル政策課長 これまでの取組と課題の検証というところにつきましては、今

般改定した戦略の中においても、なるべく具体的な指標とともにお示しをしてきたところ

でございます。特に取組といたしましては、これまで行政手続のオンライン化ですとかキ

ャッシュレス対応など、区民の利便性の向上にも努めてまいりました。加えてリモートワ

ークの推進ですとか生成ＡＩのトライアル活用など、業務効率の向上の面からも区民サー

ビスの向上にアプローチをしてきたところでございます。 

 一方、やはり課題というものもございまして、これまでの取組が、なかなかトライアル

というか、部分実施という面も強うございますので、今後精力的に取組を展開していくこ

と、またデジタルデバイド対策ですとか地域のスマート化、これもこれからという部分が

ございますので、こちらも精力的に進めてまいりたい。以上が課題かと考えてございます。 

○桜井委員 そうですよね。ただ、このＤＸというのは、様々な所管がある中で、その所

管の中でどのように生かしていけるかという――そのＤＸをですね、これは非常に難しい

ところがあるんだと思うんですよ。この、まずは所管の理解を得て、所管がどんなことを

やって、こういうようなことが、今までＤＸを利用しないといろんな問題が実はあったん

ですというようなところも含めて、所管の、何というのかな、理解と、それと手段を選び

取っていくということが必要であって、非常にそこのところは難易度が高い仕事だと思う

んです。これは一時的にぽんとやって済む話じゃなくて、この方がご心配を頂いているよ

うに、長い時間をかけて、やっぱしこのＤＸを利用した、より効率的な運用をしていくと

いうことが求められていくんだと思うんです。 

 先ほど精力的に展開していくとの答弁がありましたけれども、改めて、重ねて聞くこと

になりますけど、具体的にはどのようなことをやっていこうとしているのか、そこら辺は

いかがでしょう。 

○齊藤デジタル政策課長 ただいまのご質問、ご指摘、ごもっともかと思います。各所管

部署の理解が得られなければ、なかなかＤＸの推進というのも進んでいかないというもの

は重々承知をしてございます。我々デジタル統括部門といたしましては、全庁に対してガ

バナンスを効かせながら、各部署がＤＸによって成功体験を積み重ねていけるというふう

なことの支援を全力でしていきたいと考えてございます。 

 また、ＤＸが区民ですとか、あとは庁内にもたらす恩恵、そういったものの啓発を行っ

てまいりまして、マインドセットがＤＸの推進に向いていくという方向にしむけていきた

いと考えてございます。 

 以上です。 

○桜井委員 そうですよね。そういうご答弁を頂いたので、陳情者の方もご理解を頂ける

ものだと私も思います。今のご発言の中で、このデジタル統括部門がガバナンスを効かせ

るという話をされていましたけども、ある意味で当然の話であって、その実効性をどのよ

うに担保していくのかというところがとても大切なことだと思うんです。何かお考えがあ

りますか。 

○齊藤デジタル政策課長 ガバナンスをどう担保していくかということなんですけれども、

今般ＤＸ戦略を改定しまして、それを区の方針という形で強く打ち出したということは、

一つガバナンスを効かせた例に当たるのではないかと考えてございます。戦略の中では、

評価指標の達成状況など、こういったところも適宜留意し、確認をしながら、着実に進捗
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管理を行っていきたいと考えております。 

 また、この戦略が機能するためには、職員のデジタルリテラシーといった部分も重要に

なってきます。各部署に配置しておるＤＸサポーターズを通じたＯＪＴでございますとか、

ｅラーニング研修など、様々な方法を組み合わせながら、各職員がその職責を十全に果た

していけるように支援をしてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○桜井委員 はい。 

○米田委員長 はい。ありがとうございます。 

 ふかみ委員。 

○ふかみ委員 関連の質問をさせていただきます。今、桜井委員がおっしゃってくださっ

たように、非常に複雑で難しいプロジェクト体制になってくると思います。プロジェクト

によってはアジャイル開発になってくるのではないかなと思っておりますが、スクラムマ

スターであるとか、アジャイルのプロジェクトマネジメントに必要な体制みたいなものは

検討されていらっしゃるんでしょうか。 

○齊藤デジタル政策課長 そうですね。まさにデジタルの世界は日進月歩でございまして、

進めながら考えていくという視点は必要かと思います。今般の戦略の中にもトライ・アン

ド・エラーということで表現させておりますけれども、適宜そういった後発的な課題です

とか、そういったものについては各事業所管部署がスムーズに事業が行えますように、デ

ジタル課としても支援を進めていきたいというふうに考えております。 

○ふかみ委員 ありがとうございます。アジャイル開発における事業評価をするというの

がとても難しいんだと思うんですけれども、投資対効果だけでなく、そのビフォーアフタ

ーですよね。量と質、時間がどれぐらい軽減されたであるとか、先ほど言ってくださった

ような、皆様の満足度がどのように高くなったかというのを、なかなか性質上難しいと思

うんですけれども、事後評価だけでなく、初めから目標を設定することによって軌道修正

がされたということをポジティブに評価、報告していただけると、私たちの信頼感につな

がってくるんじゃないかなというふうに思っております。 

○齊藤デジタル政策課長 ご指摘ありがとうございます。デジタルの分野に限らず、なか

なか効果の定量的評価というのはなかなか難しい部分がございまして、その中であっても

なるべくこういった委員会の場でも議論が進みますように、どのような評価手法が取れる

かというのは研究しながら進めてまいりたいと思います。 

○ふかみ委員 ありがとうございます。 

 陳情の２点目について質問をさせていただきます。こちらのほうに、独自のというふう

に、「千代田区独自のＤＸ戦略」というふうに書かれている点でございますが、こちらも

やはりＤＸの性質上非常に複雑でございまして、これがプラットフォーム開発のことを指

しているのか、プログラム開発なのか、ツール選定のことを言っているのか、データガバ

ナンスの話をしているのかによって、独自であればメリットが得られるか、千代田区の区

民の皆様のためになるかというのは、非常に難しい判断になってくるんだと思うんですよ

ね。全てを明らかにすることが、製品名であるとかそういうことはできないにしても、な

るべく区民の皆様に分かりやすく説明すること、それから個人情報であるとか、それから

予算額についても、納得のいくような分かりやすい説明をするのが非常に重要だというふ
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うに考えております。 

 質問なんですけれども、今言ったようなアーキテクチャに関しては、非常に戦略的に考

える必要があると思っております。こちらに関して、複数年度の企画であるとか、予算案

というような複数年度にわたるようなものがあるのかに関して、ご質問させていただけれ

ばと思います。 

○齊藤デジタル政策課長 現状、戦略期間が６年間でございますけれども、この６年間を

捉えて経費が幾つとか、そういう管理のほうはございません。おっしゃるとおり、複数で

物を考えたほうが効果が出るものというのも、当然、中にはございますので、一方で、な

かなかこの、行政ですと、単年度会計主義などもございまして、そういったところの技術

的な限界もある中ではあるんですけれども、どのような手法が今後取れるのかということ

については、引き続き検討してまいりたいと考えております。 

○米田委員長 はい。 

 ほかに。 

○おのでら委員 ３点目のところなんですけど、再度パブリックコメントを実施したほう

がいいんじゃないかというような陳情者のお話ですけど、これは適切に行われたのでやら

ないというお答えだったと思うんですけども、今回、１月５日から２０日までというよう

な期間でされていたんですけど、ちょっとやっぱり年始ということで、皆様は忙しいとい

うこともあるんですね、企業のところもそうだと思うんですが。この期間というのは、約

２週間ですかね、これを、まず、さらに延長するとか、パブリックコメントの数を見て、

もう少し、２週間たった、期限を見たところでさらに延長するとか、そういったこととい

うのは不可能なんでしょうか。 

○齊藤デジタル政策課長 そうですね。パブリックコメントの趣旨が民意を広く問うとい

うことでございますので、なかなか、数によって一概にいい悪いという評価は難しいかと

は思うんですけれども、例えばあまりにも民意が反映できないような状況だと捉えられる

ような場面であれば、少し期間を延長するなどという措置は、その時点では検討の対象に

なるかなと考えてございます。 

○おのでら委員 ほかの自治体を見ると、３０日間ですとか、かなり長く設けているとこ

ろもあるので、やっぱりそこは臨機応変に対応されたほうがよいかと思うので、今後のご

検討をお願いできればと思います。 

○齊藤デジタル政策課長 今の質問を受け止めまして、検討のほうを進めてまいりたいと

思います。 

○米田委員長 はい。 

 ほかに。 

○はやお委員 もう終わりのところなんで、確認したいことが、やはり客観的な確認とい

う、先ほど陳情のほうにも書いてあるように、そこのところで一番確認したいことが、や

っぱりＤＸ戦略が今回も出てきた。それで、前もあった。そこで一番大切なのは、このＥ

ＢＰＭということで、このエビデンスに基づいた戦略というのがどうなっているのかとい

ったときに、これに呼応して、きちっと戦略を進めて確認しているのかどうかということ

だけが、客観的という点において、今、行政のほうはここのところをきちっとやっていき

ましょうよという話ですので、この辺をどういうふうに考えているのか。 
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○齊藤デジタル政策課長 そうですね。まさに指標の客観的な確認という意味では、ＥＢ

ＰＭという手法が効果的かとは考えてございます。ただいまのご指摘の趣旨を踏まえまし

て、効果的にその辺の取組を今後検討していきたいと考えてございます。 

○はやお委員 ここで、また改選のこともありますので、そこのところは指摘程度で終わ

らせておきますけれども、今後しっかりやっていかなくちゃ。 

 あと、やっぱり一番大切なことというのは、結局は費用対効果ということで何度もやっ

てきた。で、全庁ＬＡＮということでβ方式でやってきたものを、今度はβ´というのか

な、何というのかな、それが５億、１３億ということで、１８億かかってきたということ

なんで、これはこの前のときに意外と数字的には衝撃的だったんですよ。 

 そういうところからしたときに、何を言いたいかというと、それだけのものをやって、

費用対効果はどういうふうになっていくのか。だから、先ほどの、結局エビデンスに基づ

くというところにもなってくることで、呼応すると思う。これはどういうふうに今後戦略

的にその費用対効果を考えているのか、お答えいただきたいと思う。 

○夏目デジタル担当部長 先ほどのＥＢＰＭのお話がありました。やはり評価をしていく

ためには、最初に根拠となるデータを明らかにして、そのデータに照らして、その後はど

うなったのかという評価をしていくというのはＥＢＰＭの重要性の一つかなと思います。

ＥＢＰＭが万能かどうかという話はありますが、ただ、その評価を考えた場合に、そうい

った手法というのは有効かなというふうに思っております。 

 今、費用対効果のお話がございました。先ほど担当の課長のほうからも、デジタルに限

らず効果検証というのは非常に難しいというお話をしたかと思います。政策の効果という

のは非常に多面的で、ある人から見れば非常にいい政策も、ある人から見ると無駄という

ような、極端に言うとそういうこともあります。そんな中で、やはりいろんな角度から指

標を設けて効果を測定していくというのは一つ大事かなと思っております。そこにまた財

政的な効果というと、費用対効果ですね、直接言うと費用対効果ですが、そこも、幾ら投

入したから幾らの効果があった。そこも非常に難しいとは思っています。正直ずっと課題

なんだろうと思ってます。苦しい答弁になりますが。 

 ちょっと最終的にデジタルの経費の見通し等についてもお話をさせていただきますけど

も、これまでの間、デジタルの特別委員会のほうで、デジタルの関連経費、３年で１４０

億程度というお話をさせていただきました。今年度で、もう予算ベースで５０億円程度で

すので、やはりその水準になっているかなと思っています。 

 これも何度かお話ししておりますけど、区の業務というのは、直営とか委託のほかに、

今、デジタルファーストという考え方で、何かやるときにはまずデジタルの手段を考えま

しょうということで考えていくことにしています。ということは、今後もデジタルにかか

るお金というのは増えていくんだろうなというふうに思っております。また、一方で、委

託業務に関しては、生産年齢人口の減少というのがありますので、受皿自体が縮小してい

くということを考えると、その担い手の部分をデジタルでカバーしていくということもあ

るかもしれません。そうすると、やはりデジタルのほうの経費が増えていく。 

 じゃあ、デジタルの経費が増えていくことを放置しておいてよいのかというと、やはり

そうではないと思っています。例えば行政手続のオンライン化というのを我々のほうは進

めていきますが、オンライン化を進めれば、窓口業務のほうが、やっぱり窓口に来る方が
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減ってきますので、そこの人員体制の見直しだとか、あるいはそこに置いてあるシステム

のハードを減らすとか、ハードが減ることによって、保守とか維持管理経費が減っていく

といったことも考えられますので、そこも考えていかなきゃいけないです。また、あと各

所属で個別システムを運用していますが、今、このパソコンのほう、これは事務用に使っ

ていますけども、その個別システムをクラウドのほうで利用することで、こちらのパソコ

ンで使っていくということもできますので、そういった個別システムの経費の圧縮という

こともできるかなというふうに考えています。 

 今は行政手続のオンライン化とかシステムの標準化というのは、ベースになる取組をや

っておりまして、細かな精査というのはこれからなんですが、そういった視点も含めて効

率化を図り、効果を最大化していきたいというふうに考えております。 

○はやお委員 そのとおりだと思います。結局はなかなか費用対効果ということは、数字

的に表せるものと表しにくいものというのがあるのが事実なんですよ。何かというと、私

も民間にいたとき、ＰＯＳシステムの担当の、試算のことをやりました。２００億ぐらい

の数字を出すということになったときに、やはり直接効果は何かといったら、やっぱり軽

減はできるものと、やっぱり店舗のところにマスターを入れなくちゃいけないから相殺さ

れてしまう可能性もあるわけなんです。 

 その中でも、結局は、例えばＰＯＳの販売情報を生かして、それをどのように仕入れに

生かすか。つまり、副次的な効果というものをどういうふうに考えていくのかと、その整

理なんですよ。それは数字に出なくても、こういう効果が認められると、定性的なものは

明確にしなければ、いやあ、お金を、ただ、すごく膨大に増えていくというもので、この

整理をしていただきたいということが一つと。 

 それとあと、もう最後なんですけれども、先ほどＧｏｖＴｅｃｈ東京ということで、私

は確認したいのは、そこにすごく優秀な部長を出向させているわけですよ。この辺のとこ

ろについては、どのように生かしていくのかというふうに考えているのか。というのは、

やはり今後絶対出てくるのが生成ＡＩですよ。生成ＡＩというのは何かといったらば、セ

キュリティーの問題が出てくる。で、膨大な金がかかる。だから当然のごとく、みんなで

共通にそのものを使いましょうということなんだろうと思うんですね。だから、そこのと

ころについては、何のために行かせたのかということにもなるんでしょうけど、この辺は

どのように人材のところを考えているのか。これは人事だと言われてしまうのかもしれな

いけど、行った方をどういうように活用、連携して考えているのか、お答えいただきたい。 

○米田委員長 最後、部長、ちょっとまとめて。 

○夏目デジタル担当部長 最初に頂きました効果検証につきましては、今頂きましたお話

のとおりだと思います。まず定量的に評価できる部分、定性的に評価できる部分、そこを

きちんと我々のほうで振り分けをして、それぞれ判断をしていきたいというふうに考えて

おります。ご意見を踏まえて対応してまいります。 

 それから、ＧｏｖＴｅｃｈ東京に派遣している職員、実際おります。何名かおりまして、

非常にやはり区として、ＧｏｖＴｅｃｈ、あるいはＧｏｖＴｅｃｈと東京都庁のほうは人

材交流ですとか業務の交流も非常に盛んですので、そういったところに人を派遣する趣旨

というのは、やはりそこでの知見を、当然、区に生かしていくということで、やはり戻っ

てきてもらって区のほうに還元をしてもらう。それから、行った派遣先でのネットワーク
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ですとか、そういったものをやはり区のほうに持ってきていただいて、区でもそこを最大

限活用していくということを願っているところです。ですので、行っている職員について、

戻ってきたときに区のほうでその活躍を願って送っているというところです。こちらのほ

うで戻ってきたときには、最大限その成果を還元してもらいたいというふうに思っており

ます。 

○米田委員長 はい。 

 ほかに。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○米田委員長 はい。ありがとうございます。なければ、本陳情に関する質疑を終了いた

します。 

 陳情に対しての、委員の皆様からご意見はございますでしょうか。それでは、取扱いに

ついてはいかがいたしましょうか。（「返す」と呼ぶ者あり）はい。ありがとうございま

す。よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○米田委員長 それでは、この陳情に関しては、本日の議事録を本人にお返しするという

ことで、本陳情の審査を終了することといたします。よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○米田委員長 ありがとうございます。 

 以上で、日程１、陳情審査を終了いたします。 

 次に、日程２、申し送り事項（案）についてです。当委員会は令和５年第１回臨時会で

設置され、約２年間、様々審査、調査してまいりましたが、令和７年の臨時会で常任委員

の改選が予定されており、当特別委員会の委員構成も変わる可能性がございます。そのた

め、委員会の課題を整理し、次期の委員会に申し送れるよう、皆様にお配りのとおり整理

したいと思いますが、いかがでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○米田委員長 ありがとうございます。それでは、「（案）」を取りまして、次期委員会

に申し送りたいと思います。よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○米田委員長 ありがとうございます。 

 次に、日程３、その他に入ります。 

 委員のほうから何かございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○米田委員長 ありがとうございます。 

 執行機関から報告ございますか。 

○夏目デジタル担当部長 特にございません。 

○米田委員長 はい。ありがとうございます。 

 それでは、本日はこの程度をもちまして閉会いたします。ありがとうございました。２

年間、ほんと、ありがとうございました。お世話になりました。 

午前１１時０６分閉会 


